
資料４

安全の確保 持続の確保 強靭の確保

〇外部環境の変化 〇内部環境の変化

① 人口減少

② 節水技術の普及

③ 水源の汚染

④ 自然災害の激甚化

 （   ⑤ 渇水による原水不足）

※　厚生労働省　新水道ビジョンより

・新規職員の採用、再任用制度を活用し、計画的に配置

・中長期的な財政収支計画の策定、適正な料金設定

・アセットマネジメント計画の推進

・耐震化対策、浸水害対策、かび臭、高濁度水等マニュル更新、訓練の実施

・広域化・官民連携への取り組み（関係機関との連携強化）

・環境対策への取組（省エネ等）

・国際貢献への取組（海外視察団、留学生への施設案内対応等）

・SDGｓへの取組

◆　　企業庁における課題の整理　　　◆

水道事業の目指す姿と企業庁における課題の整理

健全で安定的な事業運営の維持
自然災害や老朽化に対応する、施
設・体制の構築

◆　　取　り　巻　く　環　境　の　変　化　　　◆

◆　水道事業の目指す姿　　◆　

　安全で良質な水道水の提供

①

②

③

施設の老朽化

給水収益の減少

職員数の減少
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企業庁水道職の年齢構成
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新規職員・再任用職員 採用推移

新規採用 再任用

水道施設における危機事案

災害名等 年 月 被害状況等

東日本大震災 ２０１１．３．１１ １９都道県 ２５７万戸断水

利根川水系水質事故（ホルムアルデヒド） ２０１２．５．１８ １都４県 ３６万世帯断水

熊本地震 ２０１６．４．１４，１６ ６県 ４．５万戸断水

琵琶湖を水源とするかび臭による異臭味（苦情件数） ２０１６．７～１１月 受水市町 １，１８９件

大阪北部地震 ２０１８．６．１８ 府内４市 １７万戸停電

西日本豪雨 ２０１８．６．２８～７．８ １８道府県 ２６．４万戸断水

令和元年台風１９号 （静岡、関東甲信、東北地方） ２０１８．１０．１０～２５ １都１２県 １７．３万戸断水


